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AB-206は 住友化学工業株式会社において合成された

Nalidixic acidの 類縁化合物で1),そ の抗菌力はグラム

陰性菌に対してはNalidixic acidやPiromidic acidに

比べて数倍強力であり,グ ラム陽 性菌に はpiromidic

acidと 同等,Nalidixic acidよ りわずかに強いようであ

るが,尿 中排泄は両者に劣っている2)。

しかし,本 剤のin vitroに お ける抗菌力や殺菌作用

から考えて,尿 路感染症に対する有効性が充分に期待で

きるものと思われたので,泌 尿器科領域の尿路感染症に

使用し,臨 床効果を検討する機会を得たので,そ の成績

を報告する。

11.対 象 および投与方法

対象患者は当科外来および関連病院外来を受診した尿

路感染症患者55例 で,そ の内訳は単純性尿路感染症30

例(急 性膀胱炎13例,慢 性膀胱炎13例,慢 性腎孟腎

炎3例,急 性尿道炎1例)と 複雑性尿路感染症25例(慢

性膀胱炎19例,慢 性腎孟腎炎5例,慢 性尿道炎1例)

であったが,こ のうち3例 は副作用のためAB-206の 投

与を途中で中止したため,臨 床効果の検討は52例 につ

いて行なった。

投 与 方 法 は 錠剤(1錠 中 にAB-206,す な わ ち5・8-

dihydro-5-methoxy-8-oxo-2H-1,3-dioxolo-[4,5-g]

quinoline-7-carboxylicacid250mg含 有)と して1日

1,000mgを4回 また は1,500mgを3回 に 分 服 させ,

投 与 日数 は全 例7日 間 と した 。

II.効 果判定基準

効果判定は細菌(起 炎菌),尿 所見(白 血球),臨 床症

状の3者 から下記の基準で行なった。

著 効:起 炎菌の消失,尿 中白血球の正常化(4/hpf

以下),臨 床症状の消失をみたもの。

有 効:起 炎菌の消失または減少(103/ml以 下),

尿 中白血球の減少,臨 床症状の改善をみた

もの0

やや有効:3者 のうち,い ずれか1つ 以上に改善がみ

られたもの。

無 効:3者 のいずれにも改善がみられなかったも

のo

III.臨 床 効 果

(1)単 純性尿路感染症(Table 1)

疾患別有効率は急性単純性膀胱炎83.3%(12例),慢

性単純性膀胱炎69.2%(13例),慢 性 単純性腎孟腎炎

100%(3例),急 性単純性尿道炎100%(1例)で,全

体では29例 中著効18例,有 効5例,や や有効5例,無

効1例 で,有 効率79.3%で あった。

(2)複 雑性尿路感染症(Table2)

疾患別有効率は慢性複雑性膀胱炎35.3%(17例),慢

性複雑性腎孟腎炎40.0%(5例),慢 性 複雑性尿道炎

100%(1例)で,全 体では23例 中著効5例,有 効4例,

やや有効2例,無 効12例 で,有 効率39.1%で あった。

以上,単 純性尿路感染症と複雑性尿路感染症の臨床効

果をまとめると,52例 中著効23例,有 効9例,や や

有効7例,無 効13例 で,有 効率 は61.5%で あ った

(Table3)。

つ ぎに,臨 床 効果 を 起 炎菌 別 に み る と,E.coliは23

例 中 著 効18例,有 効2例,や や有 効2例,無 効1例 で,

有 効 率 は87.0%と 最 も高 く,Klebsiellaは57.1%,

Streptococcus faecalisを ま16.7%で あ った。

そ の他 の 菌 種 は 症 例 が 少 な か っ た が,Proteus mara-

bilis,Enterobacter cloacaeな ど に も満 足 す べ き結 果

が 得 られ た(Table4)。

IV.細 菌 学 的効 果

細 菌学 的 効果 をTable5に 示 した 。

全52株 中 消 失26株(50.0%),減 少12株(23.1%),

不 変14株(26.9%)で,菌 種 別 で はE.coliは23株 中

消 失20株(87.0%),減 少1株,不 変2株,Klebsiella

pneumoniaeは7株 中 消失2株,減 少3株,不 変2株 で,

Streptococcusfaecalisは6株 中 消失1株,減 少2株,

不 変3株,Serratia marcescensは4株 中 消失0,減 少

1株,不 変3株 で あ っ た。Proteus miyabilisは3株 中

消 失2株,不 変1株,Staphylococcus aureusを ま3株 中

消 失,減 少,不 変 と もに1株 ず つ,Enterobacterは3株

中 減 少2株,不 変1株,Proteus vulgarisの2株 は減 少

と消 失,Proteus morganiiの1株 は減 少 し た。
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Table 3 Clinical response in UTI

Table 4 Therapeutic effectiveness classified by causative organism

Table 5 Bacteriological results

V.副 作 用

副作用では本剤の投与を中止したものが3例 あり,そ

の原因は口のしびれ,手 足のしびれ,胸 やけなどであっ

た。

症例13の 口のしびれと症例49の 手足のしびれは,

いずれも初回内服後30分 して出現し,2～3時 間後には

消失している。

症例48の 胸やけは3回 内服後症状が増強したため内

服を中止している。

その他では食欲不振5例,胃 部不快感1例 の6例 に消

化器症状がみられたが,投 与を中止するには至らなかっ

た。

また,肝,腎 機能検査(GOT,GPT,BUN,Creatin-

ine)で は 検討できた症例については本剤の影響と思わ

れる異常変動はまった く認められなかった(Table 6)。

VI.考 案

このたび,わ れわれは本剤を泌尿器科領域の単純性お

よび複雑性尿路感染症55例(こ の うち3例 は副作用の

ため投与中止)に 使用し,い ささかの知見を得た。

AB-206の 投与方法は症例の大部分が1回500mgを

1日3回(計1,500mg),7日 間 であった た め,Dose

responseに 対する検討は行なえなかった。
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Table 6 Laboratory findings

単 純 性 尿 路 感 染症 では,29例 中25例 が急 性 また は 慢

性 膀 胱 炎 で あ り,急 性 膀 胱 炎 は12例 中著 効9例,有 効

1例,や や 有 効1例,無 効1例 で 有 効 率 は83.3%で,

起 炎 菌 は 無 効 のProteus vulgarisの1例 を除 いて す べ

てE.coliで あ った 。

 慢 性 膀 胱 炎 は13例 中 著 効7例,有 効2例,や や 有 効

4例 で 有 効 率69.2%と 急 性 膀 胱炎 に比 べ てや や 劣 る成

績 で は あ ったが,起 炎 菌 に つ い て み る と,E. cola 6例,

Streptococcus faecalis 3例, Klebsiella 2例, Proteus

miyabilis, Staphylococcus aureusお の お の1例 で,

や や 有 効 の4例 中3例 がStreptococcus faecalasで あ

り,本 剤 の球 菌 に 対 す る抗 菌 力 か らみ て,当 然 の結 果 で

あ った と考 え られ る。

 複 雑 性 尿路 感 染 症 で は,23例 中17例 が 慢 性 膀 胱炎

で,著 効4例,有 効2例,や や 有 効2例,無 効9例 で あ

り,い ず れ も非 留 置 カテ ーテ ル 症 例 で あ った に もか か わ

らず,有 効 率 は35.3%と 低 か っ た。 しか し,起 炎 菌 に

つ い て み る と,無 効 の9例 中,Serratiaに よ る もの が4

例 で,そ の他 はKlebsiella 2例(NA耐 性 菌), Strepto-

coccus faecalis, E. coli(NA耐 性 菌), Enterobacter

cloacaeが お の お の1例 み られ,対 象 症 例 の選 択 に も 問

題 が あ っ た よ うに 思 わ れ た0

 つ ぎに,AB-206の 臨 床 効 果 とNAに 対 す るdisc感 受

Table 7 Correlation between disc sensitivity to

NA and clinical responses of AB-206

性を対比してみると,両 者に明らかな相関関係がみられ

た(Table 7)。

しかし,NA感 受性 十 のE. coli(ABpc-)の 症例2

とNA感 受性 一 のStreptococcus faecalisの 症例31は

著効を示 し,ま た,こ の逆にNA感 受性 帯 のProteus

mirabilisの 症例52は 無効, NA感 受性++のKlebsiella

の症例24とEnterobacter cloacaeの 症例42は おのお

のやや有効と無効にとどまり,AB-206の 臨床効果とNA

に対するdisc感 受性の間に くい違いがみられる症例も

あった。

副作用は55例 中(投 与中止の3例 も含む)9例(16.4

%)に み られ,そ の内訳は消化器症状が6例(10.9%),

手足 のしびれ,口 のしびれ,ふ らつきを訴えたものが各

1例(5.5%)で,他 機関の報告に比べるとやや高頻度で
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あった。

VIL結 話

泌尿器科領域の尿路感染症患者55例(こ のうち3例

は副作用のため投与を途中で中止)にAB-206を 投 与

した。

(1)投 与方法は1日1,000mg(4分 服),ま た は

1,500mg(3分 服)を7日 間とした。

(2)52例 の臨床効果は著効23例(44-2%),有 効

9例(17.3%),や や 有 効7例(13.5%),無 効13例

(25.0%)と な り,有 効率は61.5%で,疾 患群別有効率

は単純性尿路感染症79.3%,複 雑性尿路感染症39.1%

であった。

(3)細 菌学的効果は52株 中消失26株(50.0%),

減 少12株(23.1%),不 変14株(26.9%)で,一 菌種別

では 且coliが23株 中20株(87.0%)消 失 したことが

注目された。

(4)AB-206の 臨床効果および細菌学的効果とNA

に対する分離菌のdisc感 受性 との間には相関関係が認

められた。

(5)副 作用は55例 中9例(16.4%)に み られ,こ

のうち3例 は投与を途中で中止した。

(本研究期間は,昭 和51年8月 から昭和52年8月 で

ある。)
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Clinical studies were made on AB-206 in 55 patients suffering from urinary tract infection, but in
only 3 patients administration of AB-206 had to be discontinued due to side effect.

AB-206 was administrated orally at the dosage of 1 or 1. 5 g for 7 days.
Results were excellent in 23 (44. 2%), good in 9 (17. 3%), fair in 7 (13. 5%) and poor in 13 (25.0%)

of the 52 cases.
Bacteriological results were eradicated in 26 (50. 0%), decreased in 12 (23. 1%). and unchanged in 14

(26. 9%) of the 52 strains.
As for side effects, gastro-intestinal symptoms, heartburn and obdormition in the extremities or the

mouth were observed in 9 cases of this series, in 3 cases of them AB-206 was discontinued.


